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概要 

��� パワーデバイスは，大電流かつ高速スイッチングが可能であることから，インバータの省エネル

ギー・小型化が期待できる．高速スイッチングが可能である一方で，ターンオン／オフ時のサージや

リンギングが大きくなる．低損失のインバータ開発には，スイッチング電流波形の正確な計測が必要

である．著者らは、従来の電流プローブや ������������� に代わる大電流かつ高周波が計測可能な光プ

ローブ電流センサを研究・開発している．

誘電体マトリックス中に強磁性金属ナノ粒子分散させたグラニュラー薄膜は，高い透明性とファラ

デー効果を有し，磁化プロセスが磁化回転であることから，��～高周波まで広帯域な計測が期待でき

る．本稿では，透明強磁性 �������グラニュラー薄膜を磁界感応素子として用いた光プローブ電流セ

ンサを紹介すると共に，本センサを用いたダブルパルス電流計測結果について報告する．本センサに

おいて，�������������̀� 程度の電流立ち上がり速さに追従した電流計測が可能であることを確認した．
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